
業務のフェーズフリーを促す
建物修繕報告システム
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2023年度 行政・企業・危機管理実務演習



背景

2

香川大学のBCPについてブレインストーミングを実施

・実際に被災した時の対応がよく分からない
・忙しくて発災時の事を考える時間がない

発災時の事を考えようという気はあるが，
平常時の業務に追われてその時間がとれない

課題



解決案
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平常時も発災時も変わらない業務に近づける
（フェーズフリー）

平常時
業務

発災時
業務



建物修繕報告(平常時業務)
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• 職場巡視：労働安全衛生の基本的活動（毎月実施）
• 施設の壊れている箇所・危険な箇所を写真付きで報告
(建物修繕報告)



災害被害報告(発災時業務)
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• 香川大学は発災時，被害状況を文部科学省へ報告

• 修繕報告とほぼ同じ業務だが，提出様式が異なる



プロトタイピング
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建物修繕報告アプリの作成

平常時の業務
負荷を軽減

発災時にも
同じ操作で
使用可能



ローコード・ノーコード開発について
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MicrosoftPowerPlatformのアプリケーションを活用し，システムの内製開発を行う

出典：Microsoft社，https://docs.microsoft.com/ja-jp/power-apps/maker/data-platform/data-platform-intro

香川大学はMicrosoft Power Platformを利用して，「業務の分析」、「環境への対応」、「業務の自動化」、「データの蓄積」の 4 項目を達成
できるアプリケーションを内製開発できるカリキュラムや学習コンテンツを提供．



提案システムのフロー(平常時)
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衛生管理者等

Microsoft
PowerApps 各職員（施設，会計，etc）

Microsoft
SharePoint

修繕候補場所の登録

修繕候補一覧確認

・優先順位決定
・業者選定等

対応済み入力

修繕候補場所の確認

修繕候補場所の確認・未対応を確認

・対応済みを確認



提案システムのフロー(発災時)
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衛生管理者等

Microsoft
PowerApps 各職員（施設，会計，etc）

Microsoft
SharePoint

被災場所の登録

修繕候補一覧確認

・被災報告書作成等

対応済み入力

修繕候補場所の確認

修繕候補場所の確認

平常時と
ほぼ同じフロー

・未対応を確認

・対応済みを確認



提案システム操作画面(PowerApps)
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一覧画面
登録画面

（カメラでの撮影機能） 詳細画面



提案システムの様子(SharePoint)
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一覧画面 編集画面



提案システム
操作デモ
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評価実験
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香川大学林町地区統合事務センター学務課技術係職員４名に提案システムを操作してもらい，
その後，アンケートとヒアリングを実施した．

非常に役立つ 役立つ どちらでもない 役立たない まったく
役立たない

普段の業務を行う上で，このアプリが役立
つと思いますか？ 4

災害時の物的被害の情報収集の際に，この
アプリが役立つと思いますか？ 1 1 2

非常に使ってみ
たい 使ってみたい どちらでもない 使いたくない まったく

使いたくない

普段の業務を行う上で，このアプリを使っ
てみたいと思いますか？ 2 2

災害時の物的被害の情報収集の際に，この
アプリを使ってみたいと思いますか？ 1 2 1



ヒアリングで得た意見
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・即時に投稿したものがアプリ上で優先度がつくので,対応時の情報トリアージができると思う．
安全衛生の巡視に使えると思うので,巡視時にその場で指摘事項を記録に残せる.
修繕したら，投稿日まで変わってしまうので，直してほしい.
日常使いのところから大規模災害発災時に使うときはアプリ上モードが切り替わるとよい.
本アプリはネットワークが途絶したときに機能しないので，オフラインでの実装を検討していただき
たい.

・取得した画像から，亀裂の幅や大きさがわかればよいのではないか．応急危険度判定に用いる
ことができればよりよいと思う.応急危険度判定に用いるレベルで使用するなら報告時刻が分単位
のタイムスタンプで，わかるようにしてほしい.教職員・学生の二次被害を防止できる.

・スマホでその場で報告したかったが,PowerAppsのアプリをインストールしなければいけないの
で面倒でやめてしまった.業務用の貸出タブレットにインストールしてくれると良い.



まとめ
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・物的被害の情報収集業務を平常時も発災時も変わら
ない業務に近づけるため,建物修繕報告アプリを作成

・作成したアプリを大学職員に試用してもらい,有用性
を検証

・評価実験で得られた改善点を克服し,情報収集ツール
として実運用を目指す



ご清聴ありがとうございました！
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